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本
稿
で
は
『
太
平
記
』
の
周
辺
か
ら
解
釈
、
問
答
、
享
楽
と
い
う
問
題
系
を
探
り
、『
太
平
記
』
の
知
の
形
態
を
照
ら
し
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。
取
り
上
げ
る
の
は
『
愚
管
抄
』、
能
楽
書
、
連
歌
書
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
　
あ
ら
か
じ
め
概
要
を
示
し
て
お
く
と
、
第
一
節
は
「
詮
」
を
め
ぐ
っ
て
『
愚
管
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
解
釈
と
問
答
の
重
要
性
が
示
さ
れ
る
。
第
二
節
は
享
楽
を
め
ぐ
っ
て
世
阿
弥
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
『
太
平
記
』
と
の
繋
が
り
が
示
さ
れ
は
ず
で
あ
る
。
一
　
愚
管
抄
と
太
平
記
─
詮
を
め
ぐ
っ
て
　
『
愚
管
抄
』
に
は
「
結
句
」
を
一
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
後
三
条
ノ
聖
主
ホ
ド
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
君
ハ
、
ミ
ナ
事
ノ
セ
ン
ノ
ス
ヱ
ズ
ヱ
ニ
ヲ
チ
タ
タ
ン
ズ
ル
事
ヲ
、
ヒ
シ
ト
結
句
ヲ
バ
シ
ロ
シ
メ
シ
ツ
ツ
御
サ
タ
ハ
ア
ル
事
ナ
レ
バ
…
」（
巻
四
、
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
）。
聖
主
で
あ
れ
ば
結
果
を
先
取
り
し
つ
つ
処
置
で
き
た
。
だ
が
、
末
世
に
お
い
て
は
不
可
能
と
な
る
。
い
ま
や
「
結
句
」
を
予
想
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
『
愚
管
抄
』
の
探
求
が
は
じ
ま
る
の
だ
ろ
う
。
　
注
目
さ
れ
る
の
は
『
愚
管
抄
』
で
た
び
た
び
使
用
さ
れ
る
「
詮
」
と
い
う
語
で
あ
る
〔
１
〕。「
一
切
ノ
事
ハ
カ
ク
ハ
ジ
メ
ニ
メ
デ
タ
ク
ア
ラ
ハ
シ
オ
カ
ル
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
兄
ヲ
コ
ロ
ス
ハ
悪
ニ
似
タ
レ
ド
モ
、
ワ
ガ
位
ニ
ツ
カ
ン
レ
ウ
ニ
射
コ
ロ
シ
給
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
大
方
ノ
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悪
ヲ
被
対
治
心
也
。
サ
テ
ノ
コ
リ
給
フ
兄
ヲ
マ
タ
猶
位
ニ
ツ
キ
給
ヘ
ト
ス
ス
メ
玉
フ
。
コ
レ
ヲ
思
フ
ニ
只
道
理
ヲ
詮
ト
セ
リ
」（
巻
一
）。
綏
靖
が
兄
を
殺
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
自
分
の
た
め
に
殺
し
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
合
理
化
す
る
た
め
に
道
理
が
事
前
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。「
コ
ノ
コ
ト
ヲ
フ
カ
ク
案
ズ
ル
ニ
、
タ
ダ
セ
ン
ハ
仏
法
ニ
テ
王
法
ヲ
バ
マ
モ
ラ
ン
ズ
ル
ゾ
。
仏
法
ナ
ク
テ
ハ
、
仏
法
ノ
ワ
タ
リ
ヌ
ル
ウ
ヘ
ニ
ハ
、
王
法
ハ
ヱ
ア
ル
マ
ジ
キ
ゾ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ン
レ
ウ
ト
、
又
物
ノ
道
理
ニ
ハ
一
定
軽
重
ノ
ア
ル
ヲ
、
オ
モ
キ
ニ
ツ
キ
テ
カ
ロ
キ
ヲ
ス
ツ
ル
ゾ
ト
、
コ
ノ
コ
ト
ハ
リ
ト
コ
ノ
二
ヲ
ヒ
シ
ト
ア
ラ
ハ
カ
サ
レ
タ
ル
ニ
テ
侍
ナ
リ
」（
巻
三
）。
馬
子
に
よ
る
崇
峻
天
皇
殺
害
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
王
法
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
合
理
化
し
て
い
る
。
　
で
は
、
武
家
の
台
頭
は
ど
の
よ
う
に
合
理
化
で
き
る
の
か
。
そ
れ
が
『
愚
管
抄
』
の
課
題
と
い
え
る
。「
保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給
テ
後
、
日
本
国
ノ
乱
逆
ト
云
コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
次
第
ノ
コ
ト
ハ
リ
ヲ
、
コ
レ
ハ
セ
ン
ニ
思
テ
カ
キ
ヲ
キ
侍
ナ
リ
」（
巻
四
）。
し
た
が
っ
て
「
詮
」
は
、『
愚
管
抄
』
が
自
ら
目
的
を
語
る
要
点
ほ
か
な
ら
な
い
。
巻
七
に
は
「
詮
」
が
頻
出
し
、「
何
ゴ
ト
ニ
モ
道
理
詮
ト
ハ
申
ナ
リ
」
と
記
す
。
　
だ
が
、
次
の
用
例
は
ど
う
か
。「
平
将
軍
ガ
乱
世
ニ
成
サ
ダ
マ
ル
謀
反
ノ
詮
ニ
、
二
位
中
将
ヨ
リ
、
ツ
ヤ
ツ
ヤ
物
モ
シ
ラ
ヌ
人
ノ
ワ
カ
ワ
カ
ヲ
ロ
カ
ヲ
ロ
カ
ト
シ
タ
ル
ニ
、
摂
籙
ノ
臣
ノ
名
バ
カ
リ
サ
ヅ
ケ
ラ
レ
テ
、
怨
霊
ニ
ワ
ザ
ト
マ
モ
ラ
レ
テ
…
」（
巻
七
）。
道
理
が
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
ツ
ヤ
ツ
ヤ
物
モ
シ
ラ
ヌ
人
ノ
ワ
カ
ワ
カ
ヲ
ロ
カ
ヲ
ロ
カ
ト
シ
タ
ル
」
者
が
摂
関
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
怨
霊
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
道
理
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
理
は
何
か
の
原
理
と
い
う
よ
り
も
、
結
局
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
帰
結
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
怨
霊
と
は
何
か
。
慈
円
に
よ
る
定
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
怨
霊
ト
云
ハ
、
セ
ン
ハ
タ
ダ
現
世
ナ
ガ
ラ
フ
カ
ク
意
趣
ヲ
ム
ス
ビ
テ
カ
タ
キ
ニ
ト
リ
テ
、
小
家
ヨ
リ
天
下
ニ
モ
ヲ
ヨ
ビ
テ
、
ソ
ノ
カ
タ
キ
ヲ
ホ
リ
マ
ロ
バ
カ
サ
ン
ト
シ
テ
、
讒
言
ソ
ラ
事
ヲ
ツ
ク
リ
イ
ダ
ス
ニ
テ
、
世
ノ
ミ
ダ
レ
又
人
ノ
損
ズ
ル
事
ハ
タ
ダ
ヲ
ナ
ジ
事
ナ
リ
。
顕
ニ
ソ
ノ
ム
ク
イ
ヲ
ハ
タ
サ
ネ
バ
冥
ニ
ナ
ル
バ
カ
リ
ナ
リ
」。
怨
霊
と
は
原
理
的
な
存
在
で
は
な
い
。
単
に
状
況
の
帰
結
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
顕
と
冥
は
原
理
的
に
二
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
状
況
的
に
二
分
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
　
慈
円
は
聖
徳
太
子
の
憲
法
を
引
用
し
、
嫉
妬
、
忿
怒
、
貪
欲
に
つ
い
て
「
コ
ノ
三
事
ノ
セ
ン
ニ
テ
侍
ル
ヲ
、
世
ノ
ス
エ
ザ
マ
、
当
時
ノ
世
間
ニ
ハ
サ
ル
イ
マ
シ
メ
ノ
ア
ル
カ
ト
ダ
ニ
モ
思
ハ
デ
、
ワ
ザ
ト
コ
レ
ヲ
メ
デ
タ
キ
事
ニ
思
テ
」
と
述
べ
て
い
る
（
巻
七
）。「
セ
ン
」
は
─ 2 ─
「
ス
エ
ザ
マ
」
に
見
失
わ
れ
る
の
だ
が
、
怨
霊
発
生
の
根
拠
は
聖
徳
太
子
に
あ
る
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
慈
円
は
単
に
状
況
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
提
案
し
て
い
る
。「
事
ノ
詮
ニ
ハ
、
人
ノ
一
切
智
具
足
シ
テ
マ
コ
ト
ノ
賢
人
・
聖
人
ハ
カ
ナ
ウ
マ
ジ
、
ス
コ
シ
モ
分
々
ニ
主
ト
ナ
ラ
ン
人
ハ
、
国
王
ヨ
リ
ハ
ジ
メ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
人
ノ
ヨ
シ
ア
シ
ヲ
ミ
シ
リ
テ
メ
シ
ツ
カ
イ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
御
心
一
ツ
ガ
、
ヤ
ス
カ
ル
ベ
キ
事
ノ
詮
ニ
ナ
ル
事
ニ
テ
侍
ナ
リ
」（
巻
七
）、「
又
コ
ト
ノ
セ
ン
一
侍
リ
ケ
リ
。
人
ト
申
モ
ノ
ハ
、
セ
ン
ガ
セ
ン
ニ
ハ
ニ
ル
ヲ
友
ト
ス
ト
申
コ
ト
ノ
、
ソ
ノ
セ
ン
ニ
テ
ハ
侍
ナ
リ
」。
見
極
め
る
分
別
を
も
つ
こ
と
、
同
心
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
結
局
、
状
況
に
順
応
す
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。「
詮
」
は
原
理
的
な
要
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
帰
結
的
な
状
況
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
「
詮
」
の
二
重
性
は
道
理
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。「
コ
ノ
道
理
ノ
道
ヲ
、
劫
初
ヨ
リ
却
末
ヘ
ア
ユ
ミ
ク
ダ
リ
、
却
末
ヨ
リ
却
初
ヘ
ア
ユ
ミ
ノ
ボ
ル
ナ
リ
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
道
理
は
遡
っ
て
見
出
せ
る
原
理
で
あ
る
と
同
時
に
、
下
っ
て
見
出
せ
る
帰
結
で
も
あ
る
。『
愚
管
抄
』
の
成
立
が
承
久
の
乱
以
前
な
の
か
以
後
な
の
か
議
論
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
『
愚
管
抄
』
の
内
容
が
原
理
な
の
か
帰
結
な
の
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
　
「
コ
レ
ハ
神
武
ヨ
リ
十
三
代
マ
デ
カ
」、「
コ
レ
ハ
仲
哀
ヨ
リ
欽
明
マ
デ
カ
」、「
コ
レ
ハ
敏
達
ヨ
リ
後
一
条
院
ノ
御
堂
ノ
関
白
マ
デ
カ
」、「
コ
レ
マ
タ
宇
治
殿
ヨ
リ
鳥
羽
院
ナ
ド
マ
デ
カ
」、「
コ
レ
ハ
武
士
ノ
世
ノ
方
ノ
頼
朝
マ
デ
カ
」、「
コ
レ
又
後
白
河
院
ヨ
リ
コ
ノ
院
ノ
御
位
マ
デ
カ
」。
慈
円
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
結
局
、
時
代
区
分
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
貫
徹
す
る
よ
う
な
原
理
が
存
在
す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。「
日
本
国
ノ
世
ノ
ハ
ジ
メ
ヨ
リ
次
第
ニ
王
臣
ノ
器
量
果
報
ヲ
ト
ロ
ヘ
ユ
ク
ニ
シ
タ
ガ
イ
テ
、
カ
カ
ル
道
理
ヲ
ツ
ク
リ
カ
ヘ
ツ
ク
リ
カ
ヘ
シ
テ
世
ノ
中
ハ
ス
グ
ル
ナ
リ
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
道
理
は
時
代
と
と
も
に
作
り
替
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
『
愚
管
抄
』
は
道
理
を
「
詮
」
と
し
て
探
し
求
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
愚
管
」
が
題
名
と
し
て
要
請
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
太
平
記
』
の
場
合
、
道
理
を
第
一
原
理
と
し
て
立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
見
た
通
り
、『
太
平
記
』
の
世
界
は
「
結
句
」
と
い
う
状
況
の
連
な
り
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
太
平
記
』
の
「
詮
」
は
三
箇
所
に
み
え
る
。「
例
ノ
手
ノ
裏
ヲ
返
ス
ガ
如
ナ
ル
綸
旨
給
テ
モ
無
詮
」（
巻
二
三
）、「
宗
論
ノ
事
ハ
強
ニ
無
其
詮
候
歟
」（
巻
二
四
）、「
三
種
ノ
神
器
ヲ
本
朝
ノ
宝
ト
シ
テ
神
代
ヨ
リ
伝
ル
璽
、
国
ヲ
理
守
ル
モ
此
神
器
也
。
是
ハ
以
伝
為
詮
」（
巻
二
七
）。
不
変
の
基
点
た
る
べ
き
綸
旨
、
宗
論
、
神
器
が
、
こ
こ
で
は
不
安
定
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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義
貞
は
「
詮
ナ
キ
小
事
」
に
拘
泥
し
た
と
批
判
さ
れ
て
い
た
が
、
何
度
も
切
り
継
ぎ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
『
太
平
記
』
に
唯
一
の
「
詮
」
は
あ
り
え
な
い
。「
所
詮
自
余
ノ
御
事
ハ
知
ズ
、
頼
遠
ニ
於
テ
ハ
命
ヲ
際
ノ
一
合
戦
シ
テ
、
義
ニ
サ
ラ
セ
ル
尸
ヲ
九
原
ノ
苔
ニ
留
ム
ベ
シ
」
と
語
る
頼
遠
に
と
っ
て
は
戦
う
こ
と
が
「
詮
」
な
の
で
あ
ろ
う
（
巻
一
九
）。「
所
詮
此
刀
ヲ
ダ
ニ
我
等
ガ
物
ト
持
ナ
ラ
バ
、
尊
氏
ノ
代
ヲ
奪
ハ
ン
事
掌
ノ
内
ナ
ル
ベ
シ
」
と
語
る
正
成
に
と
っ
て
は
剣
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
「
詮
」
で
あ
り
、
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
（
巻
二
三
）。「
人
ト
引
組
ダ
ル
体
ニ
見
ヘ
テ
、
上
ガ
下
ニ
ゾ
返
シ
ケ
ル
。
叶
ハ
ヌ
詮
ニ
ヤ
成
ケ
ン
、
ヨ
レ
ヤ
者
共
ト
呼
ケ
レ
バ
…
」。
化
け
物
に
襲
わ
れ
た
彦
七
に
と
っ
て
は
戦
い
が
「
詮
」
で
あ
る
。「
所
詮
神
輿
入
洛
ア
ラ
バ
、
兵
ヲ
相
遣
シ
テ
可
防
」
と
奏
上
す
る
武
家
に
と
っ
て
は
神
輿
を
兵
力
に
よ
っ
て
制
御
す
る
こ
と
が
「
詮
」
で
あ
る
（
巻
二
四
）。「
所
詮
先
此
剣
ヲ
預
ケ
給
テ
、
三
七
日
ガ
間
幣
帛
ヲ
捧
ゲ
」
と
語
る
直
義
に
と
っ
て
は
剣
を
所
有
す
る
こ
と
が
「
詮
」
で
あ
る
（
巻
二
五
）。
　
「
所
詮
叶
ハ
ヌ
訴
詔
ヲ
ス
レ
バ
コ
ソ
、
諂
フ
マ
ジ
キ
人
ヲ
モ
諂
ヘ
」
と
語
る
山
名
師
氏
に
と
っ
て
は
訴
訟
の
無
力
を
知
り
謀
反
に
賭
け
る
こ
と
が
「
詮
」
と
な
る
（
巻
三
二
）。「
無
詮
力
態
故
ニ
、
組
デ
討
ベ
カ
リ
ツ
ル
長
山
ヲ
、
打
漏
シ
ツ
ル
事
ノ
猜
サ
ヨ
」
と
語
る
赤
松
氏
範
に
と
っ
て
は
相
手
を
討
ち
取
る
こ
と
が「
詮
」で
あ
る（
巻
三
二
）。
畠
山
に
所
領
を
没
収
さ
れ
た
者
た
ち
に
と
っ
て
は
不
服
従
こ
そ「
詮
」
で
あ
ろ
う
（「
神
水
ヲ
呑
デ
、
所
詮
畠
山
入
道
ヲ
執
権
ニ
被
召
仕
、
毎
事
御
成
敗
ニ
随
マ
ジ
キ
由
ヲ
左
馬
頭
ヘ
ゾ
訴
申
ケ
ル
」
巻
三
六
）。
足
利
基
氏
に
と
っ
て
は
芳
賀
入
道
を
討
伐
す
る
こ
と
が「
詮
」で
あ
る（「
所
詮
可
加
退
治
ト
テ
自
大
勢
ヲ
卒
シ
テ
宇
都
宮
ヘ
ゾ
被
寄
ケ
ル
」
巻
三
九
）。『
太
平
記
』
の
「
詮
」
は
お
お
む
ね
合
戦
に
収
斂
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
戦
は
統
一
さ
れ
た
戦
い
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
分
散
的
な
戦
い
に
な
っ
て
い
る
。
  
理
解
不
能
の
事
態
を
説
明
す
る
た
め
に
『
神
皇
正
統
記
』
が
導
入
す
る
の
は
「
時
」
と
い
う
観
念
で
あ
る
。「
延
喜
ノ
御
代
サ
シ
モ
安
寧
ナ
リ
シ
ニ
、
イ
ツ
シ
カ
此
乱
出
来
ル
。
天
皇
モ
オ
ダ
ヤ
カ
ニ
マ
シ
マ
シ
ケ
リ
。
又
貞
信
公
ノ
執
政
ナ
リ
シ
カ
バ
、
政
タ
ガ
フ
コ
ト
ハ
ハ
ベ
ラ
ジ
。
時
ノ
災
難
ニ
コ
ソ
ト
オ
ボ
エ
侍
ル
」、「
義
仲
ハ
ヤ
ガ
テ
滅
ヌ
。
サ
テ
ソ
レ
ヨ
リ
西
国
ヘ
ム
カ
ヒ
テ
、
平
氏
ヲ
バ
タ
イ
ラ
ゲ
シ
ナ
リ
。
天
命
キ
ハ
マ
リ
ヌ
レ
バ
、
巨
猾
モ
ホ
ロ
ビ
ヤ
ス
シ
。
人
民
ノ
ヤ
ス
カ
ラ
ヌ
コ
ト
ハ
時
ノ
災
難
ナ
レ
バ
、
神
モ
力
ヲ
ヨ
バ
セ
給
ハ
ヌ
ニ
ヤ
」、「
世
ノ
ヤ
ス
カ
ラ
ザ
ル
ハ
時
ノ
災
難
ナ
リ
。
天
道
モ
神
明
モ
イ
カ
ニ
ト
モ
セ
ヌ
コ
ト
ナ
レ
ド
邪
ナ
ル
モ
ノ
ハ
久
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
ホ
ロ
ビ
、
乱
タ
ル
世
モ
正
ニ
カ
ヘ
ル
、
古
今
ノ
理
ナ
リ
」（
引
用
は
古
典
大
系
に
よ
る
）。
古
典
大
系
の
頭
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
神
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
は
、「
時
」
が
邪
魔
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
悪
し
き
人
は
自
滅
す
る
と
い
う
。
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『
神
皇
正
統
記
』
の
「
時
」
が
神
の
妨
害
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、『
太
平
記
』
の
「
時
」
は
仏
の
妨
害
を
す
る
。「
有
智
高
行
ノ
尊
宿
タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
時
ノ
横
災
ヲ
バ
遁
レ
タ
マ
ハ
ヌ
ニ
ヤ
、
マ
タ
前
世
ノ
宿
業
ニ
ヤ
ヨ
リ
ケ
ン
、
遠
蛮
ノ
囚
ハ
レ
ト
成
テ
、
逆
旅
ノ
月
ニ
サ
ス
ラ
ヒ
タ
マ
フ
。
不
思
議
ナ
リ
シ
事
ド
モ
ナ
リ
」、「
時
ノ
天
災
ヲ
バ
、
大
権
ノ
聖
者
モ
遁
レ
タ
マ
ハ
ザ
ル
ニ
ヤ
」（
巻
二
）。
不
思
議
を
説
明
す
る
た
め
に
「
時
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
〔
２
〕。
  
『
愚
管
抄
』
な
ら
ば
、
道
理
が
一
貫
し
な
い
の
は
歴
史
の
変
革
期
だ
か
ら
と
答
え
る
だ
ろ
う
。「
サ
テ
モ
サ
テ
モ
コ
ノ
世
ノ
カ
ハ
リ
ノ
継
目
ニ
ム
マ
レ
ア
イ
テ
、
世
ノ
中
ノ
目
ノ
マ
ヘ
ニ
カ
ハ
リ
ヌ
ル
事
ヲ
、
カ
ク
ケ
ザ
ケ
ザ
ト
ミ
侍
コ
ト
コ
ソ
、
ヨ
ニ
ア
ハ
レ
ニ
モ
ア
サ
マ
シ
ク
モ
ヲ
ボ
ユ
レ
」、「
コ
ノ
世
ノ
人
ハ
白
河
院
ノ
御
代
ヲ
正
法
ニ
シ
タ
ル
也
。
尤
可
然
可
然
。
ヲ
リ
居
ノ
御
門
ノ
御
世
ニ
ナ
リ
カ
ハ
ル
ツ
ギ
目
ナ
リ
」（
巻
七
）。『
愚
管
抄
』
に
は
「
継
ぎ
目
」
と
い
う
語
が
た
び
た
び
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
一
節
と
共
鳴
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
句
作
り
・
付
け
様
の
事
は
、
紙
を
継
ぐ
が
ご
と
し
と
い
へ
り
。
糊
を
よ
く
押
し
て
紙
の
歪
を
し
ら
べ
て
継
ぎ
候
へ
ば
、
少
し
の
斑
も
な
く
継
ぎ
候
ご
と
く
、上
手
の
句
は
あ
る
も
の
に
候
」（
宗
牧
『
当
風
連
歌
秘
事
』、引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
〔
３
〕）。
『
愚
管
抄
』
も
ま
た
紙
を
切
り
継
ぎ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
「
タ
ト
ヘ
バ
百
王
ト
申
ス
ニ
ツ
キ
テ
、コ
レ
ヲ
心
得
ヌ
人
々
ニ
心
得
サ
セ
ン
料
ニ
、タ
ト
ヘ
ヲ
採
リ
テ
申
サ
バ
、百
帖
ノ
カ
ミ
ヲ
ヲ
キ
テ
、
次
第
ニ
ツ
カ
フ
ホ
ド
ニ
、
イ
マ
一
二
デ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
又
マ
フ
ケ
ク
ワ
フ
ル
タ
ビ
ハ
、
九
十
帖
ヲ
マ
フ
ケ
ツ
カ
ヒ
、
又
ソ
レ
ツ
キ
テ
マ
ウ
ク
ル
タ
ビ
ハ
八
十
帖
ヲ
マ
フ
ケ
、
或
ハ
ア
マ
リ
ニ
オ
ト
ロ
ヘ
テ
又
オ
コ
ル
ニ
、
タ
ト
ヘ
バ
一
帖
ノ
コ
リ
テ
其
一
帖
イ
マ
ハ
十
枚
バ
カ
リ
ニ
ナ
リ
テ
後
、
九
十
四
五
帖
ヲ
モ
マ
ウ
ケ
ナ
ン
ド
セ
ン
ヲ
バ
、
オ
ト
ロ
ヘ
キ
ハ
マ
リ
テ
殊
ニ
ヨ
ク
オ
コ
リ
イ
ヅ
ル
ニ
タ
ト
フ
ベ
シ
」（
巻
三
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
紙
を
切
り
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
は
再
び
存
続
す
る
。「
詮
ズ
ル
所
ハ
、
唐
土
モ
天
竺
モ
、
三
国
ノ
風
儀
、
南
州
ノ
盛
衰
ノ
コ
ト
ハ
リ
ハ
、
オ
ト
ロ
ヘ
テ
オ
コ
リ
、
オ
コ
リ
テ
ハ
オ
ト
ロ
ヘ
」
と
あ
る
が
、
慈
円
の
歴
史
は
書
き
尽
く
さ
れ
る
と
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
表
紙
が
顕
、
裏
紙
が
冥
に
当
た
り
、
慈
円
に
と
っ
て
怨
霊
と
は
書
き
尽
く
さ
れ
た
紙
の
墨
痕
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
「
詮
」
を
書
き
続
け
る
慈
円
の
姿
を
も
う
少
し
み
て
お
く
。「
人
語
リ
ツ
タ
フ
ル
事
ハ
皆
タ
シ
カ
ナ
ラ
ズ
、
サ
シ
モ
ナ
キ
口
弁
ニ
テ
マ
コ
ト
ノ
詮
意
趣
ヲ
バ
イ
ヒ
ノ
ケ
タ
ル
事
ド
モ
ノ
多
ク
侍
レ
バ
、
其
ウ
タ
ガ
ヒ
ア
ル
程
ノ
事
ヲ
バ
エ
カ
キ
ト
ド
メ
侍
ラ
ヌ
也
」（
巻
二
）。
こ
の
「
マ
コ
ト
ノ
詮
意
趣
」
と
は
容
易
に
打
ち
消
さ
れ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
慈
円
が
理
想
と
す
る
の
は
聖
徳
太
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
ワ
ズ
カ
ニ
十
六
歳
ノ
御
時
マ
サ
シ
ク
仏
法
ヲ
コ
ロ
シ
ケ
ル
守
屋
ヲ
ウ
タ
ル
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ル
モ
、
オ
ト
ナ
シ
キ
大
臣
ノ
世
ニ
威
勢
ア
リ
テ
、
我
身
タ
リ
タ
リ
ル
馬
子
大
臣
ノ
ヒ
ト
ツ
心
ニ
テ
サ
タ
セ
シ
コ
ソ
、
太
子
ノ
セ
ン
ノ
御
チ
カ
ラ
ニ
ハ
ナ
リ
ニ
シ
カ
〔
大
菩
薩
ハ
セ
ン
ノ
御
チ
カ
ラ
ニ
ハ
ナ
リ
ニ
シ
カ
─
阿
波
本
〕。
仏
法
ニ
帰
シ
タ
ル
大
臣
ノ
手
本
ニ
テ
コ
ソ
馬
子
ノ
臣
ハ
侍
ケ
リ
ト
ア
ラ
ハ
ナ
リ
」（
巻
三
）。
慈
円
に
と
っ
て
は
「
ヒ
ト
ツ
心
」
の
大
臣
が
手
本
と
な
る
。
　
「
ス
ベ
テ
北
野
ノ
御
事
、
諸
家
、
官
外
記
ノ
日
記
ヲ
ミ
ナ
ヤ
ケ
ト
テ
、
被
焼
ニ
ケ
レ
バ
、
タ
シ
カ
ニ
コ
ノ
事
ヲ
シ
レ
ル
人
ナ
シ
。
サ
レ
ド
モ
少
々
マ
ジ
リ
テ
ミ
ユ
ル
処
モ
ア
リ
。
又
カ
ウ
ホ
ド
ノ
コ
ト
ア
レ
バ
、
人
ノ
口
伝
ニ
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
テ
ア
レ
バ
、
事
ノ
セ
ン
ハ
ミ
ナ
ミ
エ
ル
ニ
ヤ
」（
巻
三
）。
菅
原
道
真
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
す
べ
て
焼
け
て
も
口
伝
が
あ
れ
ば
「
詮
」
は
見
え
る
と
い
う
。
　
「
天
竺
・
唐
土
ノ
コ
ト
ヲ
コ
コ
ニ
テ
口
キ
キ
タ
ル
説
経
師
ノ
申
ニ
ナ
レ
バ
、
カ
ノ
国
々
ノ
コ
ト
バ
ニ
テ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
道
理
ノ
詮
ノ
タ
ガ
ハ
ヌ
ホ
ド
ノ
コ
ト
ハ
、
ゲ
ニ
ゲ
ニ
ト
イ
フ
ヲ
コ
ソ
ハ
正
説
ト
ハ
申
コ
ト
ナ
レ
バ
、
サ
コ
ソ
申
サ
レ
ケ
メ
」（
巻
三
）。
花
山
院
が
騙
さ
れ
て
出
家
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
言
葉
が
異
な
っ
て
い
て
も
「
道
理
ノ
詮
」
は
共
通
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
妙
法
ニ
ス
ギ
タ
ル
教
門
候
ハ
ズ
。
不
軽
ノ
縁
ダ
ニ
モ
ツ
ヰ
ニ
ハ
得
道
シ
テ
コ
ソ
候
へ
。
菩
薩
戒
コ
ソ
セ
ン
ニ
テ
ハ
候
ヘ
」
と
恵
信
僧
都
弟
子
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
　
「
宝
剣
ノ
沙
汰
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ニ
ア
リ
シ
カ
ド
、
終
ニ
ヱ
ア
マ
モ
カ
ヅ
キ
シ
カ
ネ
テ
出
デ
コ
ズ
。
其
間
ノ
次
第
ハ
イ
カ
ニ
ト
モ
カ
キ
ツ
ク
ス
ベ
キ
事
ナ
ラ
ズ
。
タ
ダ
ヲ
シ
ハ
カ
リ
ツ
ベ
シ
。
大
事
ノ
フ
シ
ブ
シ
ナ
ラ
ヌ
事
ハ
ソ
ノ
詮
モ
ナ
ケ
レ
バ
書
ヲ
ト
ス
コ
ト
ノ
ミ
有
リ
」（
巻
五
）。
壇
ノ
浦
で
宝
剣
が
失
わ
れ
た
出
来
事
も
「
大
事
ノ
フ
シ
ブ
シ
ナ
ラ
ヌ
事
」
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
武
士
が
登
場
し
た
以
上
、「
今
ハ
宝
剣
モ
ム
ヤ
ク
ニ
ナ
リ
ヌ
ル
也
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
セ
ン
ハ
タ
ダ
モ
ト
申
シ
シ
左
府
ノ
若
君
、
ソ
レ
ハ
ア
マ
タ
候
ナ
レ
バ
、
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
、
ト
申
ツ
メ
ケ
レ
バ
、
サ
ラ
バ
誠
ニ
ヨ
カ
リ
ナ
ン
ト
テ
…
」（
巻
六
）。
摂
関
家
の
子
息
を
将
軍
に
選
定
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
申
ツ
メ
」
た
と
き
に
使
う
言
葉
が
「
セ
ン
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
　
末
代
に
は
末
代
に
ふ
さ
わ
し
い
道
理
が
あ
る
ら
し
い
。「
末
代
ノ
道
理
ニ
カ
ナ
ヒ
テ
、
仏
神
ノ
利
生
ノ
ウ
ツ
ハ
物
ト
ナ
リ
テ
、
今
百
王
ノ
十
六
代
ノ
コ
リ
タ
ル
程
、
仏
法
王
法
ヲ
守
リ
ハ
テ
ン
コ
ト
ノ
、
先
カ
ギ
リ
ナ
キ
利
生
ノ
本
意
、
仏
神
ノ
冥
応
ニ
テ
侍
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
ソ
レ
ヲ
詮
ニ
テ
カ
キ
ヲ
キ
侍
ナ
リ
」（
巻
六
）。
こ
の
「
仏
法
王
法
ヲ
守
リ
ハ
テ
ン
コ
ト
」
が
慈
円
に
と
っ
て
の
「
詮
」
で
あ
る
。
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こ
の
後
に「
コ
マ
カ
ニ
ハ
未
来
記
ナ
レ
バ
申
ア
テ
タ
ラ
ン
モ
誠
シ
カ
ラ
ズ
。
タ
ダ
八
幡
大
菩
薩
ノ
照
見
ニ
ア
ラ
ハ
レ
マ
カ
ラ
ン
ズ
ラ
ン
。
ソ
ノ
ヤ
ウ
ヲ
又
カ
キ
ツ
ケ
ツ
ツ
、
心
ア
ラ
ン
人
ハ
シ
ル
シ
ク
ハ
ヘ
ラ
ル
ベ
キ
也
」
と
続
く
（
巻
六
）。
い
っ
た
い
慈
円
は
未
来
記
を
信
頼
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
信
頼
し
て
い
な
い
の
か
。『
愚
管
抄
』
は
未
来
記
な
の
で
確
実
だ
と
い
う
の
か
『
愚
管
抄
』
は
未
来
記
と
は
違
う
と
い
う
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
れ
が
原
理
と
帰
結
を
と
も
に
認
め
る
『
愚
管
抄
』
の
戦
略
で
あ
ろ
う
。
　
慈
円
は
し
き
り
に
仮
名
で
書
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
愚
癡
無
智
ノ
人
ニ
モ
物
ノ
道
理
ヲ
心
ノ
ソ
コ
ニ
シ
ラ
セ
ン
ト
テ
、
仮
名
ニ
カ
キ
ツ
ク
ル
オ
、
法
ノ
コ
ト
ニ
ハ
タ
ダ
心
ヲ
ヱ
ン
カ
タ
ノ
真
実
ノ
要
ヲ
一
ト
ル
バ
カ
リ
ナ
リ
。（
中
略
）
心
ノ
詮
ヲ
申
ア
ラ
ハ
サ
ン
ト
ヲ
モ
フ
ニ
ハ
、
神
武
ヨ
リ
承
久
マ
デ
ノ
コ
ト
、
詮
ヲ
ト
リ
ツ
ツ
、
心
ニ
ウ
カ
ブ
ニ
シ
タ
ガ
イ
テ
カ
キ
ツ
ケ
侍
ヌ
」（
巻
七
）。「
詮
」
は
表
記
と
無
関
係
だ
と
い
う
。
　
「
世
ヲ
シ
ロ
シ
メ
ス
君
ト
摂
籙
臣
ト
ヒ
シ
ト
一
ツ
御
心
ニ
テ
、
チ
ガ
フ
コ
ト
ノ
返
々
侍
マ
ジ
キ
ヲ
、
別
ニ
院
ノ
近
臣
ト
云
物
ノ
、
男
女
ニ
ツ
ケ
テ
イ
デ
キ
ヌ
レ
バ
、
ソ
レ
ガ
中
ニ
イ
テ
、
イ
カ
ニ
モ
イ
カ
ニ
モ
コ
ノ
王
臣
ノ
御
中
ヲ
ア
シ
ク
申
ナ
リ
。
ア
ハ
レ
俊
明
卿
マ
デ
ハ
イ
ミ
ジ
カ
リ
ケ
ル
人
哉
。
コ
コ
ヲ
詮
ニ
ハ
君
ノ
シ
ロ
シ
メ
ス
ベ
キ
ナ
リ
」。
天
皇
と
摂
関
の
一
体
性
が
慈
円
に
と
っ
て
は
大
事
な
の
だ
が
、
近
臣
の
存
在
が
そ
れ
を
狂
わ
せ
る
。「
白
河
院
ノ
後
、
ヒ
シ
ト
太
上
天
皇
ノ
御
心
ノ
ホ
カ
ニ
、
臣
下
ト
イ
フ
モ
ノ
ノ
セ
ン
ニ
タ
ツ
事
ノ
ナ
ク
テ
、
別
ニ
近
臣
ト
テ
白
河
院
ニ
ハ
初
ハ
俊
明
等
モ
候
」。
こ
の
セ
ン
は
「
先
」
だ
ろ
う
か
「
詮
」
だ
ろ
う
か
。
近
臣
が
介
入
し
、「
ヲ
コ
ノ
シ
モ
ザ
マ
ノ
人
ノ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
」
摂
関
家
は
役
割
を
失
っ
て
い
く
。
　
「
サ
ダ
カ
ニ
冥
顕
ノ
二
ノ
道
、邪
神
善
神
ノ
御
タ
ガ
ヘ
、色
ニ
ア
ラ
ハ
レ
内
ニ
コ
モ
リ
テ
ミ
ユ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、こ
れ
は
冥
が
「
色
」
に
出
て
、
顕
が
「
内
」
に
籠
も
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
ス
ナ
ハ
チ
天
下
日
本
国
ノ
運
ノ
ツ
キ
ハ
テ
テ
、
大
乱
ノ
イ
デ
キ
テ
、
ヒ
シ
ト
武
者
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
シ
也
。
ソ
ノ
後
、
摂
籙
ノ
臣
ト
云
物
ノ
、
世
中
ニ
ト
リ
テ
、
三
四
番
ニ
ク
ダ
リ
タ
ル
威
勢
ニ
テ
、
キ
ラ
モ
ナ
ク
成
ニ
シ
ナ
リ
」。
こ
れ
が
慈
円
の
見
取
り
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
「
漢
家
ノ
事
ハ
タ
ダ
詮
ニ
ハ
ソ
ノ
器
量
ノ
一
事
キ
ハ
マ
レ
ル
ヲ
ト
リ
テ
、
ソ
レ
ガ
ウ
チ
カ
チ
テ
国
王
ト
ハ
ナ
ル
コ
ト
ト
サ
ダ
メ
タ
リ
。
コ
ノ
日
本
国
ハ
初
ヨ
リ
王
胤
ハ
ホ
カ
ヘ
ウ
ツ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
臣
下
ノ
家
又
サ
ダ
メ
ヲ
カ
レ
ヌ
」。
器
量
に
よ
っ
て
王
朝
が
交
替
す
る
の
が
中
国
の
「
詮
」
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
歴
史
的
な
帰
結
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
先
験
的
な
原
理
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
が
中
国
と
異
な
る
こ
と
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
慈
円
の
立
場
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
慈
円
は
後
鳥
羽
院
と
将
軍
の
融
和
を
説
く
。「
コ
レ
ハ
将
軍
ガ
内
外
ア
ヤ
マ
タ
ザ
ラ
ン
ヲ
、
ユ
ヘ
ナ
ク
ニ
ク
マ
レ
ム
コ
ト
ノ
ア
シ
カ
ラ
ン
ズ
ル
ヤ
ウ
ヲ
コ
マ
カ
ニ
申
也
。
コ
ノ
ス
ヂ
ハ
ワ
ロ
キ
男
女
ノ
近
臣
ノ
引
イ
ダ
サ
ン
ズ
ル
ナ
リ
。
コ
コ
ヲ
シ
ロ
シ
メ
サ
ン
コ
ト
ノ
詮
ニ
テ
ハ
侍
ベ
キ
也
」。
だ
が
、
慈
円
は
す
べ
て
自
覚
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。「
コ
ハ
以
ノ
外
ノ
事
ド
モ
カ
キ
ツ
ケ
侍
リ
ヌ
ル
物
カ
ナ
。
カ
ク
人
ノ
身
ナ
ガ
ラ
モ
、
ワ
ガ
ス
ル
事
ト
ハ
ス
コ
シ
モ
ヲ
ボ
ヘ
侍
ラ
ヌ
也
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
自
ら
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
ま
で
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
を
日
記
文
学
と
呼
び
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
で
あ
ろ
う
。「
コ
ト
ノ
詮
」
は
意
図
し
て
い
る
こ
と
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
判
然
と
し
な
く
な
る
。
　
結
末
に
「
物
ノ
ハ
テ
ニ
ハ
問
答
シ
タ
ル
ガ
心
ハ
ナ
グ
サ
ム
ナ
リ
」
と
問
答
を
記
す
が
、「
物
ノ
ハ
テ
」
と
は
書
物
の
終
わ
り
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
将
来
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。『
愚
管
抄
』
は
問
答
で
閉
じ
ら
れ
る
が
、
ま
さ
に
原
理
だ
け
で
は
決
着
が
付
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
〔
４
〕。
  
尾
崎
勇
「
諫
言
す
る
重
盛
」（『
愚
管
抄
の
創
成
と
方
法
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
は
『
平
家
物
語
』
巻
二
「
申
し
う
く
る
と
こ
ろ
詮
は
、た
だ
重
盛
が
頚
を
め
さ
れ
候
へ
」
に
着
目
し
、『
愚
管
抄
』
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
同
論
文
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
慈
円
に
お
け
る
「
詮
」
の
多
用
は
歌
論
用
語
か
ら
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。「
半
臂
の
句
も
、
詮
は
次
の
事
ぞ
。
眼
は
た
だ
、
と
て
し
も
と
云
ふ
四
文
字
也
」（『
無
名
抄
』）、「
静
縁
云
、其
詞
を
こ
そ
此
歌
の
詮
と
は
思
う
給
ふ
る
に
、こ
の
難
は
こ
と
の
外
に
覚
え
侍
り
と
て
」
（
同
）、「
よ
く
境
に
入
れ
る
人
の
申
さ
れ
し
趣
は
、
詮
は
た
だ
詞
に
現
れ
ぬ
余
情
、
姿
に
見
え
ぬ
景
気
な
る
べ
し
」（
同
）、「
も
と
よ
り
や
さ
し
き
花
よ
月
よ
な
ど
や
う
の
物
を
、
お
そ
ろ
し
げ
に
よ
め
ら
ん
は
、
何
の
詮
か
侍
ら
ん
」（『
毎
月
抄
』）、「
詞
を
こ
そ
詮
と
す
べ
け
れ
と
い
は
ば
、
又
心
は
な
く
と
も
と
い
ふ
に
て
侍
り
。
所
詮
、
心
と
詞
と
か
ね
た
ら
ん
を
よ
き
歌
と
は
申
す
べ
し
」（
同
）、「
こ
の
た
び
の
撰
集
の
我
が
歌
に
は
こ
れ
詮
な
り
、
と
た
び
た
び
自
讃
し
申
さ
れ
け
る
と
聞
き
侍
り
き
」（『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』）
な
ど
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
〔
５
〕。
と
り
わ
け
歌
論
書
の
歌
風
の
変
遷
に
関
す
る
歴
史
論
は
『
愚
管
抄
』
に
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
（「
抑
歌
は
た
だ
日
来
し
る
し
申
し
候
ひ
し
ご
と
く
、
万
葉
よ
り
こ
の
か
た
の
勅
撰
を
し
づ
か
に
御
覧
ぜ
ら
れ
て
、
か
は
り
ゆ
き
候
ひ
け
る
姿
ど
も
を
ば
心
得
候
へ
」『
毎
月
抄
』）。
　
も
っ
と
も
、「
詮
」
が
仏
教
界
で
使
用
さ
れ
る
言
語
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。「
イ
カ
ニ
宝
物
ヲ
仏
前
ニ
モ
ナ
ゲ
、
師
匠
ニ
モ
施
ス
ト
モ
、
信
心
カ
ケ
ナ
バ
ソ
ノ
詮
ナ
シ
」（『
歎
異
抄
』）、「
此
法
の
詮
は
国
敵
王
敵
と
な
る
者
を
降
伏
し
て
、
命
を
召
取
て
其
魂
を
密
厳
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浄
土
へ
つ
か
は
す
と
云
法
也
」（
日
蓮
遺
文
『
本
尊
問
答
鈔
』）、「
詮
は
た
だ
我
心
に
は
か
ら
ひ
て
、進
み
も
退
き
も
す
べ
き
に
こ
そ
」（『
閑
居
友
』
上
）、「
法
然
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
、
コ
ノ
程
ノ
談
義
、
所
詮
イ
カ
ガ
御
心
得
候
」（『
沙
石
集
』
四
ノ
七
）、「
法
相
ニ
モ
依
詮
ト
云
フ
ハ
、
ミ
ナ
方
便
安
立
諦
ト
云
ヒ
テ
、
真
実
ノ
処
ニ
ア
ラ
ズ
。
廃
詮
コ
ソ
非
安
立
諦
ト
テ
、
心
念
ナ
ク
言
説
ヲ
立
テ
ズ
シ
テ
、
実
ノ
仏
法
ト
見
タ
レ
」（
同
一
〇
末
ノ
一
二
）な
ど
用
例
が
み
ら
れ
る
。
仏
教
書
と
歌
論
書
は
本
質
を
見
極
め
る
言
説
と
い
う
点
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
領
域
に
君
臨
し
て
い
た
の
が
慈
円
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
  
さ
て
『
愚
管
抄
』
の
「
詮
」
か
ら
離
れ
て
、も
う
少
し
『
太
平
記
』
の
「
結
句
」
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
み
た
い
。「
或
は
事
を
機
に
寄
せ
、
或
は
前
師
に
譲
り
、或
は
賢
王
を
語
ら
ひ
、結
句
最
後
に
は
、悪
心
強
盛
に
し
て
闘
争
を
起
し
、失
無
き
者
を
之
を
損
う
て
楽
と
為
す
」（
日
蓮
『
寺
泊
御
書
』）、「
官
位
な
ら
ん
と
す
る
程
の
讒
に
浅
猿
き
事
に
し
成
ん
と
励
む
程
に
、
結
句
そ
れ
ま
で
も
励
み
出
で
、
病
付
て
、
何
と
も
無
げ
に
成
て
死
す
る
也
」（『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』）、「
さ
ま
ざ
ま
に
も
て
な
さ
れ
候
て
、
結
句
馬
に
て
送
ら
れ
て
候
」（『
義
経
記
』
七
）、「
た
だ
か
り
そ
め
の
家
を
出
で
、
山
賊
を
し
、
人
の
物
を
ば
え
取
ら
ず
し
て
、
結
句
友
同
士
口
論
し
、
引
く
な
よ
我
も
引
か
じ
と
て
、
刀
の
柄
に
手
を
か
く
る
」（
狂
言
『
文
山
立
』）、「
狼
の
し
た
る
ご
と
く
、
頚
に
と
び
か
か
り
け
れ
ば
、
結
句
馬
に
喰
ら
ゐ
殺
さ
る
」（『
伊
曾
保
物
語
』
狐
と
狼
の
事
）、「
条
条
科
、
被
優
精
兵
一
事
之
処
、
結
句
令
任
官
」（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
五
月
九
日
）、「
庄
家
の
式
以
て
の
外
に
罷
り
成
り
候
。
結
句
は
押
し
て
庄
家
を
知
行
せ
し
め
、
十
月
下
旬
よ
り
十
二
月
に
限
り
、
散
々
に
追
捕
い
た
し
、
苛
責
無
尽
に
御
年
貢
を
責
め
取
る
こ
と
そ
の
隠
れ
な
く
候
」（
東
寺
百
合
文
書
康
安
二
年
太
良
庄
百
姓
申
状
、『
古
文
書
の
語
る
日
本
史
』
に
よ
る
）、「
わ
か
き
者
と
も
見
物
仕
、
結
句
ら
う
せ
き
を
い
た
し
候
」（
永
享
一
一
年
東
寺
南
小
路
散
所
請
文
、『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
に
よ
る
）、「
す
こ
し
ま
ど
ろ
ふ
で
ご
ざ
れ
ば
、
其
間
に
あ
そ
こ
な
者
が
、
そ
れ
が
し
が
う
し
ろ
へ
参
て
、
け
つ
く
私
に
た
て
と
申
」（『
虎
明
本
狂
言
』
鍋
八
撥
）。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
用
例
を
拾
っ
て
み
た
が
、
そ
の
う
え
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
か
え
っ
て
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
順
接
で
あ
れ
逆
接
で
あ
れ
、「
結
句
」
は
中
世
の
思
考
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
世
阿
弥
は
と
い
え
ば
、「
易
か
り
し
時
分
の
移
り
に
、
手
立
は
た
と
変
り
ぬ
れ
ば
、
気
を
失
ふ
。
結
句
、
見
物
衆
も
、
を
か
し
げ
な
る
気
色
見
え
ぬ
れ
ば
、
恥
づ
か
し
さ
と
申
、
彼
是
、
こ
こ
に
て
退
屈
す
る
な
り
」（『
風
姿
花
伝
』
一
）、「
す
べ
て
御
意
に
合
は
ず
。
結
句
、
さ
き
に
見
つ
る
見
物
衆
も
、
貴
人
の
御
座
よ
り
、
皆
々
機
を
静
め
て
、
座
敷
あ
ら
ぬ
体
に
成
て
…
」（『
花
鏡
』）
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
み
よ
う
。
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注〔１
〕
多
賀
宗
隼
『
論
集
中
世
文
化
史
』
下
（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
）
は
慈
円
の
「
仏
眼
信
仰
」
に
着
目
し
、
深
沢
徹
『
愚
管
抄
の
〈
ウ
ソ
〉
と
〈
マ
コ
ト
〉』（
森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
）
は
「
女
人
入
眼
」
の
表
現
に
着
目
し
て
い
る
が
、「
詮
」
も
ま
た
「
眼
」
の
テ
ー
マ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
意
味
で
、「
信
頼
・
義
朝
・
師
仲
、
南
殿
ニ
テ
ア
ブ
ノ
目
ヌ
ケ
タ
ル
如
ク
ニ
テ
ア
リ
ケ
リ
」
の
表
現
な
ど
注
目
さ
れ
る
（
巻
五
）。
〔
２
〕「
時
の
横
災
」
は
『
平
家
物
語
』
巻
二
に
も
み
え
る
。「
時
の
横
災
は
、
権
化
の
人
も
の
が
れ
給
は
ざ
る
や
ら
ん
、
昔
大
唐
の
一
行
阿
闍
梨
は
玄
宗
皇
帝
の
御
持
僧
に
て
お
は
し
け
る
が
、
玄
宗
の
后
、
楊
貴
妃
に
名
を
立
ち
給
へ
り
」。「
時
の
横
災
」
は
仏
教
的
権
威
が
不
運
に
出
会
う
と
き
の
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
３
〕『
当
風
連
歌
秘
事
』
の
「
寄
合
」
問
答
も
興
味
深
い
。「
寄
合
を
用
ひ
侍
る
べ
き
事
、
如
何
。
答
へ
て
い
ふ
。
寄
合
は
、
高
位
・
下
位
の
親
類
、
名
乗
り
因
む
が
ご
と
し
。
面
は
親
し
け
れ
ど
も
、
内
心
不
肖
な
れ
ば
、
各
別
也
。
さ
れ
ば
連
歌
も
、
寄
合
ば
か
り
力
頼
み
に
て
は
、
一
向
、
同
心
に
不
付
候
」。「
寄
合
」
に
は
、
異
質
な
も
の
の
協
調
と
い
っ
た
問
題
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
連
歌
書
か
ら
歴
史
書
に
至
る
広
が
り
の
中
に
『
太
平
記
』
を
位
置
づ
け
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
歌
論
書
を
記
し
『
難
太
平
記
』
を
記
し
た
今
川
了
俊
は
、
は
な
は
だ
象
徴
的
な
存
在
と
い
え
る
。
二
条
良
基
『
連
歌
十
様
』
が
「
周
阿
は
句
作
は
こ
ま
か
に
く
だ
き
た
る
を
こ
の
み
し
也
」
と
強
く
批
判
し
て
い
る
が
、
連
歌
も
『
太
平
記
』
も
論
争
の
な
か
に
あ
る
。
〔
４
〕
山
下
宏
明
「『
愚
管
抄
』
の
表
現
」（『
中
世
文
学
』
三
一
、一
九
八
六
年
）
は
『
愚
管
抄
』
に
伝
聞
表
現
が
多
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
対
話
的
構
造
を
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
〔
５
〕「
一
向
本
歌
と
も
聞
こ
え
ぬ
も
詮
な
し
」、「
所
詮
、
口
軽
く
し
な
し
て
心
地
を
沈
む
べ
か
ら
ず
」、
な
ど
連
歌
書
に
も
用
例
が
み
ら
れ
る
（『
連
理
秘
抄
』）。
興
味
深
い
こ
と
に
「
詮
」
は
『
義
経
記
』
に
頻
出
す
る
。
そ
の
ほ
か
「
所
詮
親
疎
を
論
ぜ
ず
、
理
非
に
ま
か
せ
て
、
わ
た
く
し
の
賄
賂
に
ふ
け
ら
ず
…
」（
一
条
兼
良
『
樵
談
治
要
』）、「
さ
し
た
る
事
も
な
き
時
、
私
の
契
約
は
詮
な
き
事
に
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
」（『
小
夜
の
ね
ざ
め
』）、「
其
年
の
祭
に
は
、
こ
れ
を
せ
ん
に
て
ぞ
あ
り
け
る
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
四
四
）、「
茶
は
水
が
せ
ん
じ
や
」（
狂
言
『
清
水
』）
な
ど
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。二
　
世
阿
弥
と
太
平
記
─
享
楽
を
め
ぐ
っ
て
　
松
岡
心
平
『
宴
の
身
体
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
は
副
題
の
通
り
「
バ
サ
ラ
か
ら
世
阿
弥
へ
」
を
魅
力
的
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
八
木
聖
弥
『
太
平
記
的
世
界
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
は
太
平
記
的
世
界
の
脱
却
と
し
て
世
阿
弥
の
幽
玄
論
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
享
楽
と
い
う
観
点
か
ら
世
阿
弥
に
つ
い
て
検
討
し
、『
太
平
記
』
論
の
た
め
の
補
助
と
し
て
み
た
い
。
ま
ず
取
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り
上
げ
る
べ
き
は
、
世
阿
弥
が
六
十
才
で
語
っ
た
『
申
楽
談
儀
』
の
一
節
で
あ
る
。
彼
一
忠
を
、
観
阿
は
、
我
が
風
体
の
師
也
と
申
さ
れ
け
る
也
。
道
阿
又
一
忠
が
弟
子
也
。
一
忠
を
ば
世
子
は
見
ず
。
京
極
の
道
与
、
海
老
名
の
南
阿
弥
陀
仏
な
ど
物
語
せ
ら
れ
し
に
て
推
量
す
。 
（『
申
楽
談
儀
』、
引
用
は
日
本
思
想
大
系
に
よ
る
）　
河
原
の
勧
進
桟
敷
崩
れ
の
時
、
本
座
の
一
忠
、
新
座
の
花
夜
叉
、
か
れ
こ
れ
四
人
づ
つ
、
八
人
に
て
恋
の
立
合
を
せ
し
に
（
中
略
）
一
忠
、
花
夜
叉
に
恥
を
与
へ
け
り
、
と
当
座
申
き
。 
（
同
）　
道
阿
、
や
う
や
う
は
か
な
さ
や
な
ど
さ
ら
ば
、
釈
尊
の
出
世
に
は
生
ぜ
ざ
る
覧
、
つ
た
な
き
わ
れ
ら
が
果
報
か
な
や
、
是
を
、
い
づ
れ
も
き
た
な
き
音
曲
な
れ
共
、
か
か
り
面
白
く
あ
れ
ば
、
道
誉
も
日
本
一
と
誉
め
ら
れ
し
也
。
道
阿
謡
ひ
届
け
し
者
也
。 
（
同
）　
　
佐
々
木
道
誉
の
名
が
出
て
く
る
が
、
田
楽
の
一
忠
を
師
と
し
た
観
阿
弥
が
バ
サ
ラ
の
時
代
に
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
風
姿
花
伝
』
の
「
亡
父
に
て
候
し
物
は
、
五
十
二
と
申
し
五
月
十
九
日
に
死
去
せ
し
が
、
そ
の
月
の
四
日
の
日
、
駿
河
の
国
浅
間
の
御
前
に
て
法
楽
仕
。
そ
の
日
の
申
楽
、
こ
と
に
花
や
か
に
て
、
見
物
の
上
下
、
一
同
に
褒
美
せ
し
な
り
。
凡
そ
の
頃
、
物
数
を
ば
は
や
初
心
に
譲
り
て
、
や
す
き
所
を
少
な
少
な
と
色
え
て
せ
し
か
ど
も
、
花
は
い
や
増
し
に
見
え
し
な
り
」
と
い
う
一
節
を
み
る
と
、
そ
の
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
戸
外
に
お
け
る
魅
力
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
観
阿
弥
が
曲
舞
を
つ
け
た
と
い
う
『
白
髭
』
に
は
『
太
平
記
』
に
似
た
詞
章
が
み
ら
れ
る
。
世
阿
弥
に
よ
っ
て
改
作
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
観
阿
弥
作
の
『
自
然
居
士
』
に
は
バ
サ
ラ
の
時
代
の
気
迫
が
漲
っ
て
い
る
。
人
買
い
か
ら
子
供
を
奪
い
返
そ
う
と
す
る
決
死
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
所
詮
こ
の
者
と
連
れ
て
奥
陸
奥
の
国
へ
は
下
る
と
も
、
舟
よ
り
は
ふ
つ
に
下
り
ま
じ
く
候
舟
よ
り
お
ん
下
り
な
く
は
拷
訴
を
致
さ
う
拷
訴
と
い
つ
ぱ
捨
身
の
行
命
を
取
ら
う
ぞ
命
を
取
る
と
も
ふ
つ
に
下
り
ま
じ
い
な
に
と
命
を
取
る
と
も
ふ
つ
に
下
り
ま
じ
い
と
か
や
な
か
な
か
の
こ
と 
（『
自
然
居
士
』、
引
用
は
古
典
大
系
に
よ
る
）　
─ 11 ─
　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
単
な
る
正
義
感
で
は
な
い
、
む
し
ろ
死
を
厭
わ
ぬ
享
楽
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
舟
を
呼
び
戻
す
挿
話
は
『
太
平
記
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
カ
ラ
カ
ラ
」
笑
い
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。「
そ
の
人
買
ひ
舟
に
物
申
さ
う
、
あ
ら
音
高
し
な
に
と
な
に
と
、
道
理
道
理
よ
そ
に
も
人
や
白
波
の
、
音
高
し
と
は
道
理
な
り
ひ
と
か
い
と
申
し
つ
る
は
、
そ
の
舟
漕
ぐ
櫂
の
こ
と
ざ
う
よ
」
と
い
う
意
表
を
突
く
言
葉
の
効
果
も
す
ば
ら
し
い（
一
櫂
＝
人
買
）。そ
も
そ
も
自
然
居
士
は
寺
か
ら
追
放
さ
れ
た
異
形
の
雑
芸
者
で
あ
り
、
バ
サ
ラ
の
異
形
と
共
通
点
を
も
つ
。
観
阿
弥
作
『
葛
ノ
袴
』
に
は
「
葛
ノ
袴
ノ
コ
コ
カ
シ
コ
破
レ
損
ジ
タ
リ
ケ
ル
」
と
あ
る
が
（『
五
音
』）、
『
金
札
』
の
「
扉
も
金
の
、
み
札
の
神
体
、
光
も
あ
ら
た
に
、
見
え
給
ふ
」
と
い
う
の
も
バ
サ
ラ
的
で
は
な
い
か
〔
１
〕。『
卒
都
婆
小
町
』
で
小
町
が
僧
侶
を
論
破
す
る
と
き
の
気
迫
を
観
阿
弥
の
バ
サ
ラ
的
な
側
面
と
考
え
て
み
た
い
。
心
な
き
身
な
れ
ば
こ
そ
、
仏
体
を
ば
知
ら
ざ
る
ら
め
仏
体
と
知
れ
ば
こ
そ
卒
都
婆
に
は
近
づ
き
た
れ
さ
ら
ば
な
ど
礼
を
ば
な
さ
で
敷
き
た
る
ぞ
と
て
も
臥
し
た
る
こ
の
卒
都
婆
、
わ
れ
も
休
む
は
苦
し
い
か
そ
れ
は
順
縁
に
は
づ
れ
た
り
逆
縁
な
り
と
浮
か
む
べ
し 
（『
卒
都
婆
小
町
』、
引
用
は
古
典
大
系
に
よ
る
）　
　
『
通
小
町
』
に
お
け
る
四
位
の
少
将
は
小
町
の
成
仏
を
妨
げ
る
激
し
さ
を
も
つ
。「
お
ん
身
一
人
仏
道
な
ら
ば
わ
が
思
ひ
、
重
き
が
上
の
小
夜
衣
、
重
ね
て
憂
き
目
を
三
瀬
川
に
、
沈
み
果
て
な
ば
お
僧
の
、
授
け
給
へ
る
か
ひ
も
あ
る
ま
じ
、
は
や
帰
り
給
へ
や
お
僧
た
ち
」。『
吉
野
静
』
の
静
御
前
も
説
得
す
る
激
し
さ
を
も
つ
。「
進
み
て
追
つ
掛
け
給
ふ
と
も
、そ
の
名
聞
こ
ゆ
る
人
び
と
を
、討
ち
と
ど
め
申
さ
ん
は
、
片
岡
増
尾
鷲
の
尾
、
さ
て
忠
信
は
並
び
な
き
、
精
兵
ぞ
や
人
び
と
に
、
防
ぎ
矢
射
ら
れ
給
ふ
な
と
、
語
れ
ば
げ
に
は
衆
徒
中
に
、
進
む
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
」。
同
じ
く
観
阿
弥
作
と
さ
れ
る
『
求
塚
』
で
差
し
違
え
る
男
二
人
は
正
成
兄
弟
に
さ
え
み
え
る
。
ふ
た
り
の
男
は
、
こ
の
塚
に
求
め
来
り
つ
つ
、
い
つ
ま
で
生
田
川
、
流
る
る
水
に
夕
汐
の
、
差
し
違
へ
て
空
し
く
な
れ
ば
、
そ
れ
さ
へ
わ
が
咎
に
、
な
る
身
を
助
け
給
へ
と
て
、
塚
の
内
に
入
り
に
け
り
、
塚
の
内
に
ぞ
入
り
に
け
り
。
恐
ろ
し
や
お
こ
と
は
誰
そ
、
小
竹
田
男
の
亡
心
と
や
、
さ
て
こ
な
た
な
る
は
血
沼
丈
夫
、
左
右
の
手
を
取
つ
て
、
来
れ
来
れ
と
責
む
れ
ど
も
、
三
界
火
宅
の
住
み
か
を
ば
、
な
に
の
力
に
出
づ
べ
き
ぞ
、
ま
た
恐
ろ
し
や
飛
魄
飛
び
去
り
目
の
前
に
、
来
る
を
見
れ
ば
鴛
─ 12 ─
鴦
の
、
鉄
鳥
と
な
つ
て
鉄
の
、
嘴
足
剣
の
ご
と
く
な
る
が
、
頭
を
つ
つ
き
髄
を
食
ふ
、
こ
は
そ
も
わ
ら
は
が
な
せ
る
咎
か
や
、
あ
ら
恨
め
し
や
。 
（『
求
塚
』、
引
用
は
古
典
大
系
に
よ
る
）　
　
二
人
の
男
が
差
し
違
え
、
女
は
地
獄
の
責
め
苦
を
受
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
破
滅
的
な
切
迫
感
を
バ
サ
ラ
の
時
代
の
も
の
と
考
え
て
み
た
い
。『
三
道
』
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
放
下
。
是
は
、
軍
体
の
末
風
、
砕
動
の
態
風
な
り
。
自
然
居
士
、
花
月
、
男
物
狂
、
若
は
女
物
狂
な
ど
に
て
も
あ
れ
、
其
能
の
風
に
よ
り
て
、
砕
動
の
便
風
あ
る
べ
し
。 
（『
三
道
』、
引
用
は
思
想
大
系
に
よ
る
）　
　
自
然
居
士
に
は
「
軍
体
の
末
風
、
砕
動
の
態
風
」
が
あ
る
と
い
う
。『
申
楽
談
儀
』
で
は
観
阿
弥
に
つ
い
て
「
怒
れ
る
こ
と
に
は
、
融
の
大
臣
の
能
に
、
鬼
に
成
て
大
臣
を
責
む
る
と
云
能
に
、
ゆ
ら
り
き
き
と
し
、
大
に
な
り
、
砕
動
風
な
ど
に
は
、
ほ
ろ
り
と
、
ふ
り
解
き
ふ
り
解
き
せ
ら
れ
し
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
人
気
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
能
の
風
曲
、
古
体
・
当
世
、
時
々
変
る
べ
き
か
な
れ
共
、
昔
よ
り
、
天
下
に
名
望
他
に
異
な
る
達
人
は
、
其
風
体
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
幽
玄
の
懸
を
得
た
り
。
古
風
に
は
田
楽
の
一
忠
、
中
比
、
当
流
の
先
士
観
世
、
日
吉
の
犬
王
、
是
は
み
な
、
舞
歌
幽
玄
を
本
風
と
し
て
、
三
体
相
応
の
達
人
也
。
其
外
、
軍
体
・
砕
動
の
芸
人
、
一
端
名
を
得
る
と
云
へ
共
、
世
上
に
堪
へ
た
る
名
聞
な
し
 
（『
三
道
』）　
　
「
軍
体
・
砕
動
の
芸
人
、
一
端
名
を
得
る
と
云
へ
共
、
世
上
に
堪
へ
た
る
名
聞
な
し
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
田
楽
的
で
バ
サ
ラ
的
な
芸
風
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
長
続
き
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
幽
玄
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
修
羅
、
こ
れ
又
、
一
体
の
物
な
り
。
よ
く
す
れ
ど
も
、
面
白
き
所
稀
な
り
。
さ
の
み
に
は
す
ま
じ
き
也
。
但
、
源
平
な
ど
の
名
の
あ
る
人
の
事
を
、
花
鳥
風
月
に
作
り
寄
せ
て
、
能
よ
け
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
た
面
白
し
。
是
、
こ
と
に
花
や
か
な
る
所
あ
り
た
し
。
 
（『
風
姿
花
伝
』
一
、
引
用
は
思
想
大
系
に
よ
る
）　
　
お
そ
ら
く
、殺
伐
と
し
た
現
実
は
バ
サ
ラ
の
時
代
そ
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
面
白
き
所
ま
れ
な
り
。
さ
の
み
に
は
す
ま
じ
き
也
。
但
、
源
平
な
ど
の
名
の
あ
る
人
の
事
を
、
花
鳥
風
月
に
作
り
寄
せ
て
、
能
よ
け
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
た
面
白
し
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
世
阿
弥
の
古
典
趣
味
が
う
か
が
え
る
。「
是
、
こ
と
に
花
や
か
な
る
所
あ
り
た
し
」
と
あ
る
が
、
世
阿
弥
は
殺
伐
と
し
た
修
羅
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、世
阿
弥
の
修
羅
物
は
修
羅
の
苦
し
み
を
描
く
こ
と
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
阿
新
の
佐
渡
脱
出
を
題
材
と
し
た
『
壇
風
』
─ 13 ─
が
世
阿
弥
作
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
世
阿
弥
は
直
接
に
バ
サ
ラ
の
時
代
と
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
あ
ら
笑
止
や
。
頼
み
た
る
舟
は
遠
ざ
か
る
、
追
手
は
後
に
近
づ
く
、
さ
て
御
命
を
ば
何
と
仕
り
候
ふ
べ
き
」（
日
本
古
典
文
学
全
集
）。
こ
の
切
迫
感
は
生
々
し
い
。
道
阿
弥
作
だ
と
し
て
も
、
後
年
、
佐
渡
流
罪
と
な
っ
た
世
阿
弥
は
こ
の
作
品
を
思
い
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
問
。
申
楽
の
勝
負
の
立
合
の
手
立
は
い
か
に
。
答
。
是
、
肝
要
な
り
。
先
、
能
数
を
持
ち
て
、
敵
人
の
能
に
変
り
た
る
風
体
を
、
違
へ
て
す
べ
し
。 
（『
風
姿
花
伝
』
三
）　
　
演
技
は
勝
負
だ
と
い
う
の
は
バ
サ
ラ
の
時
代
の
感
覚
に
ち
が
い
な
い
。「
い
か
な
る
上
手
も
、
能
を
持
た
ざ
ら
ん
為
手
は
、
一
騎
当
千
の
強
者
な
り
と
も
、
軍
陣
に
て
兵
具
の
な
か
ら
ん
、
是
同
じ
」
と
い
う
一
節
に
も
、
そ
れ
が
う
か
が
え
る
。
田
楽
の
風
体
、
こ
と
に
格
別
の
事
に
て
、
見
所
も
、
申
楽
の
風
体
に
は
批
判
に
も
及
ば
ぬ
と
、
皆
々
思
ひ
慣
れ
た
れ
ど
も
、
近
代
に
此
道
の
聖
と
も
聞
え
し
本
座
の
一
忠
、
こ
と
に
こ
と
に
物
数
を
尽
く
し
け
る
中
に
も
、
鬼
神
の
物
ま
ね
、
怒
れ
る
よ
そ
ほ
ひ
、
洩
れ
た
る
風
体
な
か
り
け
る
と
こ
そ
承
し
か
。
然
ば
、
亡
父
は
、
常
々
、
一
忠
が
事
を
、
我
が
風
体
の
師
也
と
、
ま
さ
し
く
申
し
也
。
 
（『
風
姿
花
伝
』
五
）　
　
観
阿
弥
は
田
楽
の
一
忠
を
師
と
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
「
鬼
神
の
物
ま
ね
、
怒
れ
る
よ
そ
ほ
ひ
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
幽
玄
と
強
き
と
、
別
に
あ
る
も
の
と
心
得
る
ゆ
へ
に
、
迷
ふ
也
。
こ
の
二
つ
は
、
そ
の
物
の
体
に
あ
り
。
た
と
へ
ば
、
人
に
於
い
て
は
、
女
御
・
更
衣
、
又
は
遊
女
・
好
色
・
美
男
、
草
木
に
は
花
の
類
、
か
や
う
の
数
々
は
、
そ
の
形
幽
玄
の
物
な
り
。
又
、
あ
る
ひ
は
物
の
ふ
・
荒
夷
、
あ
る
い
は
鬼
・
神
、
草
木
に
も
松
・
杉
、
か
や
う
の
数
々
の
類
は
、
強
き
物
と
申
べ
き
か
 
（『
風
姿
花
伝
』
六
）　
　
幽
玄
と
強
き
は
決
し
て
別
の
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
幽
玄
に
も
「
強
き
」
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
世
阿
弥
の
幽
玄
に
は
田
楽
的
で
バ
サ
ラ
的
な
力
が
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
物
狂
な
ん
ど
の
事
は
、
恥
を
さ
ら
し
、
人
目
を
知
ら
ぬ
事
な
れ
ば
、
是
を
当
道
の
賦
物
に
入
べ
き
事
は
な
け
れ
共
、
申
楽
事
と
は
是
な
り
。
女
な
ん
ど
は
、
し
と
や
か
に
人
目
を
忍
ぶ
も
の
な
れ
ば
、
見
風
に
さ
の
み
見
所
な
き
に
、
物
狂
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
舞
を
舞
い
、
歌
を
謡
い
て
狂
言
す
れ
ば
、
も
と
よ
り
み
や
び
た
る
女
姿
に
、
花
を
散
ら
し
、
色
香
を
ほ
ど
こ
す
見
風
、
是
又
な
に
よ
り
も
面
白
き
風
姿
也
。 
（『
拾
玉
得
花
』）　
─ 14 ─
　
バ
サ
ラ
は
「
物
狂
」
と
評
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
い
う
物
狂
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
猿
楽
に
な
ぜ
物
狂
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
わ
か
る
。「
物
狂
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
舞
を
舞
ひ
、
歌
を
謡
ひ
て
狂
言
」
す
る
と
、
そ
こ
に
芸
の
力
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
　
前
代
の
バ
サ
ラ
的
異
形
性
に
対
し
て
、
世
阿
弥
は
幽
玄
を
対
置
す
る
（
世
阿
弥
の
幽
玄
に
笑
い
は
な
い
）。
し
か
し
、
そ
こ
に
も
享
楽
は
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
世
阿
弥
の
修
羅
能
に
描
か
れ
る
の
は
過
去
の
戦
士
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
太
平
記
』
時
代
の
面
影
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
破
滅
的
な
享
楽
が
漂
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
乗
替
に
か
き
乗
せ
ら
れ
て
、
憂
き
近
江
路
を
し
の
ぎ
来
て
こ
の
、
青
墓
に
下
り
し
が
、
雑
兵
の
手
に
か
か
ら
ん
よ
り
は
と
、
思
ひ
定
め
て
腹
一
文
字
に
、
か
き
切
つ
て
そ
の
ま
ま
に
、
修
羅
道
に
遠
近
の
、
土
と
な
り
ぬ
る
青
野
が
原
の
、
亡
き
跡
弔
ひ
て
た
び
給
へ
、
亡
き
跡
を
弔
ひ
て
た
び
給
へ
。 
（『
朝
長
』、
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
）　
　
「
憂
き
近
江
路
を
し
の
ぎ
来
て
」
と
あ
る
が
、近
江
路
は
道
誉
が
や
む
な
く
源
具
行
を
殺
害
し
た
場
所
で
は
な
い
か
（『
太
平
記
』
巻
四
）。
過
去
の
戦
士
に
『
太
平
記
』
の
面
影
を
重
ね
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
世
阿
弥
の
詩
学
で
あ
る
。『
増
鏡
』
に
お
け
る
道
誉
は
義
貞
、
正
成
以
上
に
後
醍
醐
天
皇
と
親
し
い
。「
か
く
た
け
き
家
に
生
ま
れ
て
、
弓
矢
と
る
わ
ざ
に
か
か
づ
ら
ひ
侍
の
み
、
う
き
も
の
に
侍
け
る
」
と
具
行
に
語
る
道
誉
は
修
羅
能
の
主
人
公
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
〔
２
〕。
　
バ
サ
ラ
の
享
楽
は
一
瞬
の
も
の
で
し
か
な
い
。
バ
サ
ラ
の
拡
散
的
で
破
滅
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
永
続
化
す
る
た
め
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
式
目
の
存
在
意
義
が
あ
る
〔
３
〕。「
秘
す
れ
ば
花
な
り
」
は
バ
サ
ラ
以
後
を
生
き
残
る
た
め
の
戦
略
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。『
風
姿
花
伝
』
冒
頭
に
は
「
好
色
・
博
奕
・
大
酒
。
三
重
戒
、
是
、
古
人
掟
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
家
の
永
続
を
目
的
と
し
た
『
風
姿
花
伝
』
は
一
種
の
式
目
な
の
で
あ
る
（
幽
玄
は
拡
散
で
は
な
く
集
中
に
見
出
せ
る
）。
し
た
が
っ
て
式
目
に
も
享
楽
が
潜
ん
で
い
る
。
階
級
み
だ
れ
互
ひ
に
の
の
し
り
あ
ひ
、
猥
雑
し
た
る
あ
り
さ
ま
、
一
座
の
さ
わ
が
し
さ
、
早
出
退
散
を
事
と
し
て
、
あ
は
あ
は
し
き
、
七
歩
の
才
・
八
匹
の
駒
に
鞭
を
そ
へ
た
る
け
し
き
に
て
、
ま
こ
と
に
道
の
賢
聖
ほ
し
く
こ
そ
見
え
侍
れ
。
 
（『
さ
さ
め
ご
と
』、
引
用
は
古
典
大
系
に
よ
る
）　
　
こ
う
し
た
乱
雑
は
バ
サ
ラ
の
時
代
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
問
答
と
ル
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
建
武
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式
目
』
と
連
歌
の
式
目
、『
夢
中
問
答
集
』
と
能
楽
、
連
歌
の
問
答
、
そ
う
し
た
広
が
り
の
中
に
『
太
平
記
』
を
位
置
づ
け
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
４
〕。『
夢
中
問
答
集
』
を
結
ぶ
言
葉
「
新
羅
、
夜
半
、
日
頭
明
な
り
」
は
能
楽
書
に
も
出
て
く
る
（『
九
位
』）。「
連
歌
は
国
の
政
の
た
す
け
な
ど
に
も
侍
る
べ
き
な
ど
申
す
人
の
あ
る
は
、
あ
ま
り
の
事
に
や
」、「
連
歌
は
善
き
事
に
て
あ
れ
ば
、
此
の
世
一
な
ら
ず
、
菩
提
の
因
縁
に
も
な
り
侍
る
べ
し
な
ど
申
す
は
、
あ
ま
り
の
事
に
や
」、
こ
れ
は
『
筑
波
問
答
』
に
出
て
く
る
問
い
で
あ
る
。
注〔１
〕「
金
札
」
に
つ
い
て
は
天
野
文
雄
『
世
阿
弥
が
い
た
場
所
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
詳
し
い
。
同
書
は
能
楽
に
お
け
る
君
臣
一
体
を
強
調
し
て
い
る
が
、
し
か
し
能
楽
は
予
定
調
和
を
裏
切
る
殺
伐
と
し
た
側
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拙
稿
「
反
＝
鎮
魂
論
」（『
沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』
五
、一
九
九
九
年
）
で
は
そ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
２
〕『
習
道
書
』
に
「
昔
、
大
和
申
楽
に
、
名
生
と
申
笛
の
上
手
あ
り
し
也
。
京
極
の
道
与
入
道
殿
、
申
楽
の
間
延
ぶ
る
は
悪
き
事
な
れ
共
、
こ
の
名
生
が
笛
聞
く
程
は
、
時
節
の
移
る
を
も
忘
る
る
ぞ
と
感
ぜ
ら
れ
た
る
ほ
ど
の
笛
の
堪
能
な
り
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
静
か
な
享
楽
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
拙
著
『
枕
草
子
・
徒
然
草
・
浮
世
草
子
─
言
説
の
変
容
』（
北
溟
社
、
二
〇
〇
一
年
）
で
は
、『
枕
草
子
』
に
お
け
る
快
楽
に
つ
い
て
論
じ
た
。『
枕
草
子
』
的
快
楽
と
『
太
平
記
』
的
享
楽
に
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
快
不
快
を
超
え
て
死
を
も
恐
れ
ぬ
の
が
享
楽
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
中
世
的
言
説
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
享
楽
と
接
し
合
っ
た
自
己
へ
の
配
慮
な
の
で
あ
る
。
〔
３
〕
二
条
良
基
『
十
問
最
秘
抄
』
に
は
「
た
と
ひ
我
が
心
に
は
た
が
ひ
た
り
と
も
、
世
上
同
一
に
帰
せ
ば
、
力
な
く
其
の
方
へ
諸
道
の
事
は
な
る
べ
き
也
。
一
人
き
ば
り
て
詮
な
し
。
さ
れ
ば
、
道
誉
な
ど
好
み
し
比
は
、
其
の
風
情
を
み
な
せ
し
な
り
。
当
時
、
准
后
御
連
歌
き
は
め
て
か
か
り
美
し
く
、
風
情
常
の
物
の
珍
し
き
を
せ
ら
る
る
あ
ひ
だ
、
愚
存
に
か
な
ふ
所
也
」
と
あ
る
（
古
典
大
系
）。
こ
れ
を
み
る
と
、
道
誉
の
時
代
は
「
世
上
同
一
」
が
好
み
を
決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
義
満
の
時
代
に
な
る
と
、「
か
か
り
美
し
く
、
風
情
常
の
物
の
珍
し
き
を
せ
ら
る
る
」
と
い
う
美
意
識
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
大
谷
節
子
『
世
阿
弥
の
中
世
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
は
良
基
の
連
歌
論
の
影
響
下
に
あ
っ
た
世
阿
弥
の
能
楽
論
が
禅
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
バ
サ
ラ
的
世
界
か
ら
の
脱
却
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〔
４
〕『
愚
管
抄
』
は
猿
楽
に
対
し
て
は
な
は
だ
差
別
的
な
視
線
を
向
け
て
い
る
。
後
白
河
院
に
つ
い
て
「
故
院
ハ
下
臈
近
ク
候
テ
、
世
ノ
中
ノ
狂
ヒ
者
ト
申
テ
、
ミ
コ
・
カ
ウ
ナ
ギ
・
舞
・
猿
楽
ノ
ト
モ
ガ
ラ
、
又
ア
カ
金
ザ
イ
ク
何
カ
ト
申
候
ト
モ
ガ
ラ
ノ
、
コ
レ
ヲ
ト
リ
ナ
シ
マ
イ
ラ
セ
候
ハ
ン
ズ
ル
ヤ
ウ
見
ル
コ
コ
チ
コ
ソ
候
ヘ
。
タ
ダ
今
世
ハ
ウ
セ
候
ナ
ン
ズ
。
猶
サ
候
ベ
ク
バ
誠
シ
ク
御
祈
請
候
テ
、
真
実
ノ
冥
感
ヲ
キ
コ
シ
メ
ス
ベ
ク
候
」
と
述
べ
る
（
巻
六
）。「
世
ノ
中
ノ
狂
ヒ
者
」
で
は
天
下
国
家
の
「
冥
」
に
感
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
天
台
座
主
と
し
て
の
発
言
だ
が
、
慈
円
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の
時
代
に
お
け
る
猿
楽
の
位
置
が
う
か
が
え
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、『
太
平
記
』
の
周
辺
か
ら
解
釈
、
問
答
、
享
楽
と
い
う
問
題
系
を
探
り
、『
太
平
記
』
の
知
の
形
態
を
照
ら
し
出
そ
う
と
試
み
た
。
取
り
上
げ
た
の
は
『
愚
管
抄
』、
能
楽
書
、
連
歌
書
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
第
一
節
で
は
「
詮
」
を
め
ぐ
っ
て
『
愚
管
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
解
釈
と
問
答
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。『
愚
管
抄
』
は
一
つ
の
「
詮
」
に
収
束
し
よ
う
と
す
る
が
、そ
の
た
び
に
書
き
続
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
何
度
も
切
り
継
ぎ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
『
太
平
記
』
に
は
無
数
の
「
詮
」
が
垣
間
見
え
る
。
第
二
節
で
は
享
楽
を
め
ぐ
っ
て
世
阿
弥
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
『
太
平
記
』
と
の
繋
が
り
が
示
さ
れ
た
。
世
阿
弥
の
能
に
は
享
楽
的
な
バ
サ
ラ
の
余
韻
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
愚
管
抄
、
太
平
記
、
世
阿
弥
、
詮
、
問
答
、
享
楽
〈
要
旨
〉
本
稿
は
『
太
平
記
』
の
周
辺
か
ら
解
釈
、
問
答
、
享
楽
と
い
う
問
題
系
を
探
り
、『
太
平
記
』
の
知
の
形
態
を
照
ら
し
出
そ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
の
は
『
愚
管
抄
』、能
楽
書
、連
歌
書
な
ど
で
あ
り
、い
ず
れ
も
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
で
は
「
詮
」
を
め
ぐ
っ
て
『
愚
管
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
解
釈
と
問
答
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
第
二
節
で
は
享
楽
を
め
ぐ
っ
て
世
阿
弥
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
『
太
平
記
』
と
の
繋
が
り
が
示
さ
れ
た
か
と
思
う
。
　
　
　
　
　
〈
訂
正
〉　 
本
誌
一
号
一
六
二
頁
一
二
行
目
「
三
・
待
兼
し
は
三
年
目
の
命
」
→
「
四
・
詠
め
つ
づ
け
し
老
木
の
花
の
比
」、
同
号
一
六
八
頁
六
行
目
「
心
中
天
の
網
島
・
中
」
→
「
女
殺
油
地
獄
・
下
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
本
誌
二
九
号
一
八
頁
一
八
行
目
「
判
五
と
一
三
の
」
→
「
判
五
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
本
誌
三
四
号
六
頁
九
行
目
「
同
四
の
二
」
→
「『
女
非
人
綴
錦
』
四
の
二
」
─ 18 ─
